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  2017 年 6 月 2 日 

    レジャー白書短信 第 10号 

    海外旅行を中心に減少する新規の参加希望 

     －1回当たりの費用が高い 4種目の参加希望率（継続と新規）※1の推移－ 

    公益財団法人  日本生産性本部 

公益財団法人日本生産性本部 余暇創研は、1 回当たりの費用が高い 4 種目（ゴルフ、スキー、国内観光

旅行、海外旅行）を取り上げ、それらの参加率・希望率の推移（2010～2015 年）を「レジャー白書短信第

10 号」としてまとめた。レジャー白書では、ある余暇活動を将来やってみたい、あるいは今後も続けたい

とする人の割合を「（参加）希望率」として表示しているが、本短信では、この割合を 1 年間の参加の有

無により、「ある余暇活動を 1 年間に 1 回以上おこない、かつ今後も続けたいとする人の割合」（「継続

希望率」）と「ある余暇活動を 1 年間に 1 回もおこなっていないが、将来やってみたいとする人の割合」

（「新規希望率」、1年より前の参加経験は考慮しない）に分けて、年齢層別に推移を確認した。その結果、

種目や年齢層によりそれらのトレンドが少しずつ異なることが明らかになった。 

１． 各年齢層の参加率・希望率は、高年層のスキー以外で低下傾向 (p2 参照) 

 4 種目（ゴルフ、スキー、国内観光旅行、海外旅行）の参加率の推移を確認すると、どの年齢層に
おいても低下または横ばいの傾向を示しており、2015 年の値が 2010 年を上回っているのは高年層
のスキーだけである（2010 年 3.2％、2015 年 5.0％）。また、希望率は、海外旅行をはじめとした
各種目で参加率以上に強い低下傾向を示しており、参加率と同様に、2015 年の値が 2010 年より高
いのは高年層のスキーだけである（2010 年 5.0％、2015 年 5.4％）。 
 

２． 海外旅行の新規希望率※1は若・中年層で大きく低下 (p3 参照) 

全体的に低下傾向にある参加希望率を各年の参加の有無により「継続希望率」と「新規希望率」※

1に分けて、両者の傾向に違いがあるかどうかを確認すると、全体の「新規希望率」と「継続希望率」
は、低下または横ばいの傾向を示しているが、国内観光旅行以外の種目では「新規希望率」の方が
低下傾向が強くなっている。年齢層別で、二つの希望率の違いが特に明確に現れているのは若年層
と中年層の海外旅行で、「新規希望率」の低下傾向（2010 年から 2015 年にかけて若年層は 46.5%

が 29.5%に、中年層は 43.7%が 29.8%に低下）は、「継続希望率」（同じく若年層は 11.4%が 9.7%

に、中年層は 11.5%が 7.5%に低下）と比べて大きくなっている。 

 

３． 国内外の旅行は、参加率低下の中で高額使用者の割合が上昇 (p4 参照) 

年間活動回数の分布を見ると、ゴルフと国内観光旅行は、2010 年から 2015 年にかけて 5 回以上
の割合が 4 ポイント程度上昇しており、熱心に活動する人の割合が上昇していることが分かる。そ
れに合わせて、国内観光旅行では、年間費用（会費等）で「10 万円以上」の割合が 7 ポイント超上
昇するなど高額使用者の割合が高まっている。また、海外旅行では、年間費用「30 万円以上」の割
合が 8 ポイント超増加しており、活動回数の分布があまり変化していないことも踏まえると、1 回当
たりの費用が高い遠距離の旅行や豪華な旅行をする人の割合が高まっているものと推察される。 

(※1)本資料における各用語の意味は以下のとおり。 

・参加率・・・ある余暇活動を 1 年間に 1 回以上おこなった人の割合。 

・（参加）希望率・・・ある余暇活動を将来やってみたい、あるいは今後も続けたいとする人の割合。 

・継続希望率・・・ある余暇活動を 1 年間に 1 回以上おこない、かつ今後も続けたいとする人の割合。 

・新規希望率・・・ある余暇活動を 1 年間に 1 回もおこなっていないが、将来やってみたいとする人の割合。 

・年間費用（会費等）・・・年間活動費用のうち、入場料、会費、受講料などの費用の合計（種目ごとの説明は P4 参照）。 

(※2)年齢層の区分は、「若年層」、「中年層」、「高年層」の順に、15～29 才、30～59 才、60～79 才。 

＜余暇活動調査の仕様＞■調査方法：インターネット調査 

■調査時期： 2010 年～2015 年のいずれもその次の年の 1 月 

■調査対象：全国 15 歳～79 歳男女 

■有効回収数：（2010～2015 年の順に）3728、3294、3334、3349、3325、3375 

【お問合せ先】 公益財団法人日本生産性本部  余暇創研 （担当）志村、高橋 
        Tel：03-3409-1125／Fax：03-3409-1187／E-Mail：yoka@jpc-net.jp 

 レジャー白書→HP：http://www.jpc-net.jp/leisure/index.html 
レジャー白書 日本生産性本部 検索 
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年齢層別参加率・（参加）希望率の推移 

１． 各年齢層の参加率・希望率は、高年層のスキー以外で低下傾向 
  

 はじめに、2015 年の調査結果において参加率 3％以上、かつ「1 回当たり費用」（年間平均費用を

年間平均活動回数で割ったもの）が 1 万円超の種目を抽出し、分析対象を図表１にある 4 つの種目に

絞った（帰省旅行もこの条件に該当したが分析の対象からは外した）。これらの種目は、他と比べて

参加にかかる費用が高いことから参加の障壁が比較的高い余暇活動といえる。各種目の参加率の推移

（図表１の実線）を確認すると、どの年齢層においても低下または横ばいの傾向を示しており、2015

年の値が 2010 年を上回っているのは高年層のスキーだけである（2010 年 3.2％、2015 年 5.0％）。

また、希望率（図表１の点線）は、海外旅行をはじめとした各種目で参加率以上に強い低下傾向を示

しており、参加率と同様に、2015 年の値が 2010 年より高いのは高年層のスキーだけである（2010

年 5.0％、2015 年 5.4％）。4 種目の中でも、海外旅行の希望率の低下傾向は年齢層を問わず顕著で、

全体では 2010 年から 2015 年にかけて、53.1％が 38.2％へと約 15 ポイント低下した（図表未掲載）。 

図表１ 年齢層別参加率・（参加）希望率の推移 （2010～2015年） 

 

(※)回答数は、2010～2015年の順に、若年層 729、633、632、633、643、667、中年層 1885、1615、1675、1678、1654、

1683、高年層 1114、1046、1027、1038、1028、1025（次項も同じ）。 
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 年齢層別継続希望率・新規希望率の推移 

２． 海外旅行の新規希望率は若・中年層で大きく低下 

 次に、前項において全体的に低下傾向にあった希望率を各年の参加の有無により、「継続希望率」

（各余暇活動を 1 年間に 1 回以上おこない、かつ今後も続けたいとする人の割合）と「新規希望率」

（各余暇活動を 1 年間に 1 回もおこなっていないが、将来やってみたいとする人の割合）※に分けて、

両者の傾向に違いがあるかどうかを確認する。図表２の全体の結果を見ると、「新規希望率」と「継

続希望率」は、低下または横ばいの傾向を示しているが、国内観光旅行以外の種目では「新規希望率」

の方が低下傾向が強くなっている。年齢層別で、二つの希望率の違いが特に明確に現れているのは若

年層と中年層の海外旅行で、「新規希望率」の低下傾向（2010 年から 2015 年にかけて若年層は 46.5%

が 29.5%に、中年層は 43.7%が 29.8%に低下）は、「継続希望率」（同じく若年層は 11.4%が 9.7%

に、中年層は 11.5%が 7.5%に低下）と比べて大きくなっている。この結果から、海外旅行における若・

中年層の参加率低下の要因としては、継続的に希望する人の割合の低下よりも（過去の経験者も含む）

新規の希望率低下の方が大きいと考えられる。 

図表２ 年齢層別継続希望率・新規希望率の推移 （2010～2015年） 

 

(※)「継続希望率」）と「新規希望率」を足し合わせると、前項掲載の「（参加）希望率」になる。 
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年間活動回数・年間費用（会費等）の変化 

３． 国内外の旅行は、参加率低下の中で高額使用者の割合が上昇 

 最後に、参加率や希望率が低下傾向にある中で、参加した人の年間活動回数や年間費用（会費等）

の分布が 2010～2015 年の 5 年間でどのように変化しているのかを確認し、各余暇活動の参加者の動

向について考える。まず、年間活動回数の分布を見ると、ゴルフと国内観光旅行は、2010 年から 2015

年にかけて 5 回以上の割合が 4 ポイント程度上昇しており、熱心に活動する人の割合が上昇している

ことが分かる。しかしながら、年間費用（会費等）の分布を見ると、国内観光旅行は「10 万円以上」

の割合が 7 ポイント超上昇するなど高額使用者の割合が高まっているのに対して、ゴルフは「３万円

以上」の割合が 4%程度低下するなどそのような傾向が見られない。 

 海外旅行では、年間費用「30 万円以上」の割合が 8 ポイント超増加しており、活動回数の分布が 5

年間であまり変化していないことも踏まえると、1 回当たりの費用が高い遠距離の旅行や豪華な旅行

をする人の割合が高まっているものと推察される。 

図表３ 年間活動回数と年間費用（会費等）の分布の変化（2010-2015年） 

 

(※1) 回答数（参加者数と同じ）は、2010年、2015年の順に、ゴルフ（コース）296、254、スキー210、163、国内観

光旅行（避暑、避寒、温泉など）2240、1838、海外旅行 543、390。 
(※2)各余暇活動の年間費用（会費等）の意味は以下の通り。 

・ゴルフ（コース）：入場料、会費、受講料などへの支出（交通費や飲食費は除く） 

・スキー：入場料、会費、受講料、交通費、宿泊費などへの支出（飲食費は除く） 

・国内観光旅行、海外旅行：交通費、入場料、飲食などへの支出 
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